
 

船舶事故等調査報告書 

平成２５年１０月２４日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１３広第１０１号 

事故等種類 乗揚 

発生日時 平成２５年２月２８日 ０７時３０分ごろ 

発生場所 島根県隠岐の島町加茂漁港入口付近 

 隠岐の島町所在の隠岐加茂港沖防波堤灯台から真方位２４５°５０

ｍ付近 

 （概位 北緯３６°１０.４′ 東経１３３°１６.８′） 

事故等調査の経過  平成２５年６月１３日、本事故の調査を担当する主管調査官（広島

事務所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

漁船 第７満吉
まんきち

丸、１９.０トン 

 ＳＮ２－２７９７（漁船登録番号）、丸大漁業有限会社 

 乗組員等に関する情報 甲板員、一級小型船舶操縦士 

 死傷者等 なし 

 損傷 船首外板に破口 

 事故等の経過  本船は、船長及び甲板員１人が乗り組み、旋網船団の灯船としての

作業を終え、甲板員が、帰港のために加茂漁港に向けて針路を定め、

舵輪手前の椅子に腰を掛け、約１５ノットの対地速力で自動操舵によ

り、同漁港南方沖を北北西進した。 

甲板員は、加茂漁港まで約１０海里となった頃、眠気を感じたが、

居眠りすることはないと思い、見張りに当たっていたところ、居眠り

に陥り、平成２５年２月２８日０７時３０分ごろ、衝撃で眼が覚めた

ところ、本船が隠岐加茂港沖防波堤南側の消波ブロックに乗り揚げて

いた。 

 本船は、約２０分後、来援した僚船によって引き降ろされ、自力で

造船所へ向かった。 

 気象・海象 

 

気象：天気 晴れ、風向 北、風力 ２、視界 良好 

海象：潮汐 下げ潮の中央期、波高 約０.５ｍ 

 その他の事項 

 

 本船は、１７時ごろの出港、翌日０８時ごろの帰港を繰り返してお

り、甲板員は、集魚中に４時間程度の休息をとっていた。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

なし 

 本船は、加茂漁港南方沖を自動操舵で北北西進中、単独で船橋当直

中の甲板員が居眠りに陥ったことから、隠岐加茂港沖防波堤南側の消



 

波ブロックに乗り揚げたものと考えられる。 

原因  本事故は、本船が、加茂漁港南方沖を自動操舵で北北西進中、単独

で船橋当直中の甲板員が居眠りに陥ったため、隠岐加茂港沖防波堤南

側の消波ブロックに乗り揚げたことにより発生したものと考えられ

る。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・船橋当直中に眠気を催した場合は、椅子から立ち上がって外気に

当たるなどして眠気を払拭すること。 

 


